2018年1月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第2章31～40節
・引用：第4章35,36節、第1章36,39節、第2章33,38節、第3章13,36,37節、
　　　　第5章10節、第6章9節、第7章19,28節、第18章66節
今日初めて参加される方はどれぐらいいらっしゃいますか？

新しい参加者の中にも、『バガヴァッド・ギーター』のことは聞いたことがあるという人はいるかもしれません。

ここしばらくは『バガヴァッド・ギーター』第4章について勉強していますが、前回はその35節について説明しました。

パーンドゥの息子(アルジュナ)よ！無上の智識を得ることで、君は再びこのような迷いに陥ることはなくなるであろう。何故なら、全宇宙の一切が君の真我の中に在り、かつ私の中にもあることを知るに至るからだ。//4-35

この節はギャーナについての教えが述べられています。

「ギャーナ」という言葉はそれが使われている文脈に応じて解釈すべきですが、ここでのギャーナの意味は、霊的な知識　のことです。

それでは霊的な知識、また霊的な無知とは何でしょう。
まず霊的な無知とは、「私は体、私は心、私は自我」というように私について誤ったイメージを持つことです。

これに対して正しいイメージとは、「私は内なる自己、私は魂」です。
魂と体や心などとは何が違うでしょうか。両者とも私の中にあります。
我々の人格は肉体、感覚、心、知性、自我、そして魂というように多層なレベルから成り立っています。まず魂とそれ以外のレベルでは何が違うのか、というところから理解してください。
一番の違いは体や心は粗大なものであり、魂が一番精妙であるということです。

もちろん肉体より心は精妙であり、心より知性は精妙ですが、一番精妙なものは魂です。

もうひとつの違いは魂以外の体や心はすべて物質ですが、魂だけは意識だということです。

これは大きな違いです。

意識ですから魂には始まりも終わりもなく、衰えることもありません。
物質である肉体や心には始まりや終わりがあります。

我々の本性は意識であり魂である、というのが真の知識です。(本性:real nature)
この考えがインドの哲学思想の根幹をなしています。

この魂に比べるとそれ以外のものは全部物質です。

我々は自分のことを、「誰それという名前であり、年齢は○○歳であり、男/女であり、・・・」というようにイメージしますし、それが普通です。
しかしインドの聖典によればそれは間違ったイメージであり、霊的な無知です。

「私は魂であり、内なる自己であり、純粋な意識である」というのが正しい知識です。
なぜ 純粋な意識 という言葉を使うのでしょうか？
心にも意識はありますが、それはいろいろなものが混ざり合った意識です。
物質である心は魂の意識を借りて働いているのであり、純粋な意識ではありません。
純粋な意識は魂だけです。

科学、文学など世俗的な知識もありますが、『バガヴァッド・ギーター』でのギャーナとは、「私はアートマン、私は魂、私は純粋な意識」という本当の知識のことです。
最初は知的に理解することが必要ですが、最終的には悟ることが目的です。

頭だけの理解と悟ることとの差はなんでしょう？

頭での理解にとどまっているうちは、理解したはずの霊的知識とその人の行動、言葉、考えとの間にギャップがあります。悟った人は知識と行動の間に矛盾がありません。

このように単なる知的理解と本当の悟りの間には違いがあります。

聖典を学ぶ時まずは頭で理解することが必要ですが、最後は悟ってください。

聖典の教えの目的は悟りであり、聖典は試験にパスするための教科書でもお金を儲けるためのハウツー本でもありません。

安定した幸せ、安定した安らぎ、安定した穏やかさ、至福、最高の知識、最高の自由、などの我々の人生の目的と、聖典の教えが我々に与えてくれるものは一致します。

この理由から聖典の中には 解脱 というアイデアが存在します。
なぜなら人間として生まれた限り人生は喜びだけというわけにはいかず、そこには必ず苦しみや悲しみも付きまとい、それを避けることはできないからです。

100％喜びに満ちた、100％平安な人生を送れる人は存在しません。
聖典を学び、霊的実践をした結果解脱できるなら、再び人間として生まれないで済みます。

聖典の中に解脱(束縛からの解放)についての記述が多くあるのはこのためです。

ギャーナとは私の本性について、「私は純粋な意識であり、体ではない、心ではない」と最初は頭で理解して、最終的には悟ることです。

『バガヴァッド・ギーター』の中には、魂とは何か、神とは何か、絶対の真理とは何か、どのようにしたらそれを悟れるのか、個人的なアートマンと偉大なアートマンはどんな関係があるのか、悟りの結果は何か、悟りの障害となるものは何か、がすべて説明されています。

そして今説明している35節は、ギャーナの知識を得たなら二度と幻惑されることはない、と教えています。

幻惑と無知は同じものであり、幻惑とは「あるものについてその本当の姿を見ないで間違ったイメージを持ってしまう」ことです。
本当は「私は魂である」のに、「私は体である」と思ってしまうのが幻惑の一例です。

35節でクリシュナは「無上の智識を得ることで、君は再びこのような迷いに陥ることはなくなる」と教えますが、プナル　モーハム(punar moham)のプナルが「再び」、モーハムが「幻惑」の意味です。
さらに35節は、すべての生き物を自分の魂の中に見る(全宇宙の一切が君の真我の中に在り)、そしてすべてを神の中に見る(かつ私の中にもある)、と教えています。

ここで「私の中にも」
の私とはシュリ・クリシュナ、つまり神のことです。
最初の段階は「個人的な魂にすべての生き物の魂を見る」、次の段階は「神の中にすべての魂を見る」のです。
求道者は自分のアートマンにすべての魂を見、次に自分を含めたすべての魂を神に見るのです。

前回はウパニシャッドにある、サ　アハン / アハン　サ(それは私/私はそれ)、タット　ヴァム　アシ(汝はそれなり)、アハン　ブラフマ　スミ (我はブラフマンなり)、などの言葉を紹介しました。
また土で作られた食器や金で作られた装飾品は、名前、形、性質などの一時的な違いはあっても、その本性はそれぞれ土であり金であり不変である、という例も挙げました。

これらは皆 「すべては神、神以外何もなし」という神の遍在 を表現したものですが、同じ意味を持つウパニシャッドのマントラをこれから二つ紹介します。
シュヴェーターシュヴァタラ・ウパニシャッド(Svetasvatara Upanishad)の第4章の3節、4節から引用します。ブラフマン(絶対の真理)、つまり神について述べている言葉です。
あなたは女性、あなたは男性、あなたは若い男であり若い娘でもある、あなたは杖を突きながらよろよろと歩く老人でもある//4-3
「あなた」とはブラフマンのことですが、ここで挙げられている女性、男性、若者、老人、などは普通の我々の眼からは、すべて別々に見えます。
普通の人は若い人とは話そうと思っても、老人と交流しようとは思わないのではないでしょうか？　老人は避けられるのではないでしょうか？
私は人間の一般的な心理について言っているのであり、もちろん例外はあります。
小さい子供を可愛いと思い頭を撫でようとしても、年寄りに対して同じようにはしません。

なぜなら女性、男性、若者、年寄り、子供、それぞれに対する我々の印象が違うからです。

そして我々の持つこれらの印象はとても浅い表面的なものである、と聖典は言います。

年齢、性別、容姿、などはすべて一時的なものであり、中身は皆ブラフマンです。
しかし我々は人を見て、「皆ブラフマンである」とは思いません。

そして受ける印象の違いによって、その人に対する接し方も違います。

老人に対して「可愛い」とは言いませんし、その頭を撫でようともしません。

外見によって受ける印象が違うからです。

聖典は「すべてをばらばらな分離したものとして見る見方は不調和を生む」 と言います。

我々が人を見た時、その外見に瞬時に反応して心の中にその人に対する印象が生まれているのですが、内省しないとそのことは分かりません。
人の外側を見ずに内側を見るなら調和が生まれます。

普通の人間は人を外側で判断しますが、賢い人は人の中身を見ます。

どちらがいいですか？

外見で人を判断すると間違ってしまう可能性があります。

外から見るととてもきれいなのに中身はとても汚い、逆に外見上はあまり良く見えなかったり醜かったりしても中身はとてもきれい、ということはあり得ます。
外見から得た印象ですぐ人を判断しないでください。
間違った印象の結果、その相手に対する対応を間違えてしまう可能性があります。

賢い人は人をよく観察し、心がきれいかどうかを見ます。

ウパニシャッドも、「外を見ずに中を見なさい。中は皆ブラフマンです」と言います。
シュヴェーターシュヴァタラ・ウパニシャッド第4章4節を紹介します。
あなたは濃紺の蜂、あなたは赤い眼をした緑色のオウム、あなたは雷であり季節であり海でもある、あなたには始まりはなく遍在であり、あなたからこの宇宙は生まれた//4-4

外からは違って見えても中は皆同じである、ということを言っているのです。
前回も「ネックレス、イヤリング、指輪、鼻飾り、ブレスレットと外の形は違っても、本性はみな同じ金である」、というたとえを使ってこのことを説明しました。

この「すべてはブラフマンである」という同じアイデアが、『バガヴァッド・ギーター』でも第7章19節に書かれています。

数多の生涯を経て真智を得た人は、ヴァースデーヴァこそがあらゆるものの根本原因であると知り、私に帰依し信仰するのだが、このような偉大な魂の持ち主はまことに稀である。//7-19
「ヴァースデーヴァ＝クリシュナの別名(大聖霊の意) 」という注釈がつけられていますが、『バガヴァッド・ギーター』においてシュリ・クリシュナは様々な名前で呼ばれています。
クリシュナの父の名がヴァスデーヴァ(Vasudeva)であり、息子のシュリ・クリシュナは a を長く伸ばして発音するヴァースデーヴァ(VEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(＿),a)sudeva)と呼ばれます。

毎回この講話の最初に『バガヴァッド・ギーター』を朗読する前に唱える、「ヴァスデーヴァ スタン デーヴァン・・・」のスタン(sutam)は「息子」の意味です。

ヴァースデーヴァはクリシュナのことですが、19節は「すべてはヴァースデーヴァである 」と言います。すべてのもの、すべての生き物はクリシュナなのです。
普通はそう考えません。

『バガヴァッド・ギーター』では、タマス的知識、ラジャス的知識、サットワ的知識が説明されています。
タマス的知識とは特定のひとつのものだけを正しいと考えることです。

たとえば「ベナレスにある寺院のシヴァ神像の中にだけ神が存在する」、という考え方です。

これと対比して言うならラジャス的知識とは、「ベナレスの寺院のシヴァ神像の中だけではなく、インドのそれ以外の寺院の神像の中にも、さらにはインド以外のたとえば日本のお寺の仏像の中にも神は存在する」という考え方です。

そしてサットワ的知識を得た人は、「寺院や神像仏像の中だけではなく神は遍在であり、すべてのものや生き物の中に神がいる」と考えます。

「神以外に何もなし」がサットワ的知識です。すべてがヴァースデーヴァです。

たとえば私の目の前のこのマイク、机、ペットボトルの水も神、この教室もエアコンも時計も神であり、人間、動物、罪人、聖者、女性、男性、日本人、アメリカ人、鳥、虎、虫、空、海、山、すべてのものの中には神しかいないのです。
そしてこのような正しい知識を持っている人は非常に少ないのです。

普通の我々の考えは全く違っていて、いつも区別したがります。

罪人、聖者、学者、無学な人、金持ち、貧乏人、日本人、アメリカ人、インド人、仏教徒、ヒンズー教徒、すべてが別々のものだと考えます。
ギャーナの知識を得た人は、「すべてがブラフマンすべてが神」と考えますが、これこそが最高の知識であり調和をもたらします。何が違うでしょうか。

すべてを別々なものとして見るところから、我々の否定的な感情が生まれます。

嫉妬、貪欲、肉欲、怒り、自惚れなどの否定的な感情の始まりは、「すべてはばらばらである」という考え方にあります。
反対に「すべては同じである」という見方からは、純粋な愛、普遍的な愛が生まれます。

釈迦、イエス、ラーマクリシュナなどの聖者は、皆普遍的な愛を持っていましたが、その理由は今説明した考え方にあります。

イエス、釈迦、ラーマクリシュナ、彼らはすべて人の中に神を見ていました。

もちろん外は人それぞれ違いますが、中は皆同じであるということをもし我々が本当に理解するなら、心がきれいになり普遍的な愛が生まれるだけでなく、それは悟りと同じ状態なのです。
すべての中に神を見るのは悟りと同じです。
悟った人だけがこのような見方ができます。無知な人は区別します。

「あの人は自分の仲間である/仲間ではない」と区別する人は無知な人であり、本当の知識を持っている人は「すべてはブラフマンである」と考えて、皆を愛します。

次に第4章36節を見てください。

たとえ君が極悪の罪人だとしても、この大智の舟に乗るならば、あらゆる苦痛と不幸の大海を、難なく渡りきって行けるであろう。//4-36

とても楽観的な考え方です。

多くの人が、「自分は罪を犯した罪人なので霊的になれない、純粋になれない、悟ることはできない」と悩んでいるのではないでしょうか。
この点についてシュリ・クリシュナはアルジュナに対して答えます。

36節には パーパ・クリッタマハ(papa-krttamah)という言葉が出てきますが、訳語は「極悪の罪人」となっています。
サンスクリットは英語と同様、形容詞に原級、比較級、最上級という形があります。
（英語の例：good-better-best, bad-worse-worst）

日本語の形容詞には比較級、最上級はないので、その意味を表したい場合は他の言葉を付け加えます。
サンスクリットでパーパ・クリットは罪人(つみびと)のことであり、より罪深い人は比較級でパーパ・クリッタラと表現し、一番の罪人はパーパ・クリッタマと最上級の言い方をします。

このパーパ・クリッタマを訳語では「極悪の」と付け加えることで、最上級を表現しています。

シュリ・クリシュナはこの「最も罪深い人」でさえも、無限の広がりがあるように見える「罪の海」を渡ることができると言います。
どうしたらそれができるのかと言えば、それは「ギャーナの舟に乗る」ことで可能なのです。

ギャーナ・プラヴェーナのプラヴェーナ(plavena)は舟のことです。

智識の舟で罪の海を渡ることができる、とクリシュナは言います。

シュリ・クリシュナは極悪人に対してさえ、このことを保証します。

罪を犯した人は罰や死後の地獄のことなどを考えて苦しみます。

嘘をついたり、殺人、盗み、などの悪事を働いたりすると心の中で苦悩するだけでなく、「霊的になれない、信者になれない、神を悟れないのではないか」と心配します。
シュリ・クリシュナは、一番罪深い人でも罪の海を渡ることができる、と保証します。

さてここで、少し罪について話します。

サンスクリットで罪は普通パーパ(papa)と言いますが、それ以外にも、アガー(Agha)、ヴリジーナ(Vrijina)、ドゥリータ(Durita)、などいろいろな表現があります。
36節にも ヴリジナン(vrijinam) という言葉が出てきますが、「あらゆる苦痛と不幸の大海」と訳されています。
これから『バガヴァッド・ギーター』中の「罪(パーパ)」についての記述について見ていきたいと思います。
『バガヴァッド・ギーター』の中には何度もこのパーパという言葉が出てきます。

キリスト教の聖書の中にも罪について多く書かれていますが、現在のキリスト教では「人の本性は罪である」というのが基本的な考え方であり、その罪をなくすためにイエスに祈らなければならない、とされています。

しかしヒンズー教のアイデアは違っていて、 我々の本性は純粋なのだがマーヤー(霊的無知)のせいで罪を犯してしまう と考えます。

ですから罪は永遠のものではありません。

『バガヴァッド・ギーター』において、罪はどのようにとらえられているか説明します。

第1章36節を見てください。

ドリタラーシュトラ王の息子達を殺していったい何になるのでしょうか？　おお、ジャナールダナ(クリシュナ)様！　たとえ悪者であっても、それを殺したら私自身が罪を犯すことになります。//1-36

次に第1章39節を読んでください。

そんなことはすべきでないと知っている私達までが、何故一族を滅ぼすような罪を犯さなければいけないのでしょうか。おお、ジャナールダナ(クリシュナ)様！//1-39

第2章33節です。
だから、この正義の戦いに君がもし参戦しないなら、武人としての名誉を失うだけでなく、己の義務を果たさぬ罪を犯すことともなろう。//2-33

この節は重要です。
親戚を殺さなければいけない戦いをためらうアルジュナに対しシュリ・クリシュナは、「アルジュナよ！ あなたは戦士のカーストなのだから戦うことはあなたの義務なのだ。戦わなければ罪を犯すことになる」と諭します。ここでは戦わないことが罪(パーパ)です。

第2章38節です。

幸と不幸、損と得、また勝敗のことなど一切考えず、ただ義務なるが故に戦うならば、決して君が罪を負うことにはならぬ。//2-38

アルジュナは自分の師を殺すことで罪を犯し、地獄に行くことを怖れています。

クリシュナは、「そうではなく自分の義務(アルジュナの場合は戦い)を理解し、それを自分のためでなく、神を喜ばせるためのカルマ・ヨーガとして結果に執着せずに行うことこそ重要なのだ」と説きます。

自分の義務を果たした結果親戚を殺すことになっても、それは罪にはならないのです。
罪について『バガヴァッド・ギーター』には何度も出てきます。

一般の我々は間違ったことをしてしまうとすぐ「罪を犯した」と考え、それは我々の心に刻まれます。

罪に対して罰がなければ問題ないのですが、必ず罰があると考えているので悩みます。

第3章13節です。

神々に供養した食物をいただく人は、全ての罪から免れるが、己の味覚の楽しみのため食物をとる者は、罪そのものを食べることとなる。//3-13

食べ物を神に供えたり他人に分け与えたりせず、自分と家族だけで食べるのは罪を犯すことになる、という意味です。

これは利己的な人間のすることであり、そういう人はすべての行為が自分中心です。

『バガヴァッド・ギーター』は、「自分で独占せずにできるだけシェアしてください。非利己的になってください」と教えます。

自分だけで食べることは、「罪を食べる」ことと同じです。
「他者のことを考え分かち合いなさい」と言う『バガヴァッド・ギーター』が、どれほど素晴らしい思想を持った聖典なのかお分かりでしょうか。
この考え方こそヤッギャーです。

第3章36節です。アルジュナの質問です。
アルジュナが問います。『おお、ヴリシュニ族の子孫であるクリシュナ様！　人は自分の意志に反し、つい罪深い行動をとってしまうことがありますが、これはいったい何の力によるものなのでしょうか？』と。//3-36

アルジュナだけでなく皆さんにも同じ問題がありませんか？

悪いことをしたくないのにしてしまう、これは我々にとっても根本的な問題です。

どうしてそうなってしまうのかアルジュナが質問しますが、シュリ・クリシュナの答えは第3章37節にあります。

至高者が答えられます。『その力とは、人間生来(プラクリティ)のラジャスの性質から生じる欲望と憤怒の心から出てくるもので、人を狂わせ罪を犯させる最大の敵である。//3-37

欲望と怒りが過ちを犯す原因であり、この欲望は一度それを満たしてもなくなることはなく、さらに増大します。そしてこの欲望と怒りの源はラジャス的グナなのです。

先程説明した第4章36節にもパーパという言葉が出てきますが、第5章10節を見てください。
執着心を捨てて自らの義務を遂行し、その結果を至高者に献ずる人は、蓮の葉が水に濡れることのないように、いかなる罪悪にも染まり汚されることはない。//5-10

自分のためでなく無執着でカルマ(仕事)をし、それを神の道具となって神を喜ばせるために行う人は罪を犯しません。

蓮の葉にかかった水は水滴となってすぐにはじかれ、葉が濡れることがないのに似ています。

自分のために行う利己的な仕事はカルマ・ヨーガではなく単なるカルマであり、罪を犯す可能性があります。次は第6章9節です。

自分に好意を寄せる人や友人や無関心な人を、また仲裁者や自分を憎む人や親友を、さらに善人も悪人もみな平等に観る人は、まさに最上の境地に達した人と言えよう。

//6-9

「区別しない」 のが悟った人のしるしであり、悟った人はすべての人の中に神を見て、憎むということがありません。普通の人にはできません。
「悪人」と訳されている箇所の原語は パーペーシュ(papesu) であり、直訳すれば罪人です。

第7章28節を見てください。

だが、清らかな徳を積み、悪業報を断ち切って罪を消し、二元相対の迷妄を払い除けた人々は、固い決心のもとに私を礼拝するようになる。//7-28

純粋になればなるほど罪はなくなっていきます。
その純粋な状態で神のことを考え、瞑想し、霊的実践するのです。

霊的になるためにはまず純粋になることであり、次に罪をなくしていくことです。

罪をなくしたいと願うだけではそれはできませんが、ヒンズー教の聖典の中にはそのための方法が書かれています。このことについては次回以降お話しします。次は第18章66節です。
あらゆる宗教の形式を斥け、ただひたすら私に頼り、服従しなさい。そうすれば、私がすべての悪業報から君を救ってあげよう。だから、なんら心配することはない。//18-66

『バガヴァッド・ギーター』におけるシュリ・クリシュナのほとんど最後の教えですが、先程の第4章36節同様、とても楽観的です。
「悪業報」となっている箇所の原語は パーペッビョー(papebhyo) であり、ここにもパーパ(罪)が出てきます。
注意してほしいのですが「宗教の形式」と訳されているダルマ を文脈から解釈すると、ここでは「霊的実践」のことです。ヒンズー教や仏教を宗教と呼ぶ意味での宗教ではありません。

瞑想、マントラ、聖典の学習などの霊的実践のことです。

ここに到るまで解脱のためには霊的実践が必要であると散々教えてきたシュリ・クリシュナが最後の最後で、「霊的実践など何も要らないからただ私を避難所としなさい。そうすれば私の恵みで君はすべての罪から救われる」と今度はバクティ(信仰)を説きます。

罪を取り除く方法はいくつもあり今後説明しようと思いますが、最後にクリシュナは「何も要らない。私が保証する(assure,guarantee)」と断言します。非常に楽観的ではないですか？
アルジュナにたくさんのことを熱心に教えてきたクリシュナの最後の教えが、「何も要らない」なのです。しかしこの信仰は容易ではありません。純粋でなければ不可能です。

浄土宗もこれと似ていて、ひたすら仏に頼ることで我々の問題はすべて解決する、と考えます。

信仰だけで十分で巡礼、瞑想、座禅などは要りませんし、結婚もお金を稼ぐことも許されます。

唯一の条件は仏に帰依することで、それだけで極楽往生できると考えるのが浄土宗です。

クリシュナの「何も要らない」という言葉を聞くと、多くの人が「それはとても簡単な方法だ。私もそのやり方で罪を取り除こう」と考えるかも知れませんが、果たして簡単でしょうか？
本当にそれほどの信仰を持てる人がどれだけいるでしょうか？

信仰に関するひとつの物語を紹介します。

信仰だけで解脱できるとは言っても、その信仰は生易しいものではなく、それほどの信仰を持つ人間は極めて稀だ、という話です。

ヒンズー教の聖典の中に、たとえ多くの罪を犯してもガンジス河で沐浴すればすべての罪は消滅する、ということが書かれています。そしてこの教えに対する信仰もあります。シヴァ神の妻ドゥルガーは、「ガンジス河での沐浴ですべての罪が浄められるとは、なんと素晴らしいのでしょう」と言いました。これを聞いたシヴァは「そんなことはない。その教えを知ってはいても、それを心から信じているひとはほとんどいない。信じていなければ沐浴したところでその効果はなく、罪が消えることはない。いまからそれを証明してあげよう」と言い、ドゥルガーをガンジス河の岸辺に連れて行きました。シヴァは死体となって岸辺に横たわりました。シヴァに命じられたドゥルガーは夫の死を嘆き悲しむ普通の未亡人のふりをして沐浴していた人に、「どなたか私の夫に触れてください。純粋な人に触れられると夫は生き返ります。ただし触れた人が浄められていなければ、触れた人が死んでしまいます」と泣きながら懇願しました。周りにガンジスで沐浴して罪がなくなったはずの人はたくさんいましたが、ドゥルガーの求めに応じようとする者は一人もいませんでした。最後になって一人の男が現れました。彼は多くの罪を犯してきた罪深い人間でしたが、深い信仰を持ってガンジスで沐浴していました。彼がシヴァに触れるとシヴァは生き返りました。シヴァはドゥルガーに「心からの信仰を持っている人間がどれほど少ないかわかっただろう」と言いました。
浄土宗も同じですが「信仰だけで十分だ」とは言っても、純粋にならなければ本当の信仰はできません。不純な人の信仰は浅いのです。

いろいろな霊的な実践を経て純粋にならなければ、本当の信仰はできません。

『バガヴァッド・ギーター』の中で罪(パーパ)はどのように考えられているか、何が罪の原因か、についてお話ししました。
罪を取り除くにはどうしたらよいのかについては、次回お話しします。
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